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平成25年 3 月 1 日 第52巻 3 号 7,500部 50頁
4 月 1 日 第52巻 4 号 7,500部 50頁
5 月 1 日 第52巻 5 号 7,500部 50頁
6 月 1 日 第52巻 6 号 7,500部 50頁
7 月 1 日 第52巻 7 号 7,500部 50頁
8 月 1 日 第52巻 8 号 7,500部 50頁

9 月 1 日 第52巻 9 号 7,500部 50頁
10月 1 日 第52巻10号 7,500部 50頁
11月 1 日 第52巻11号 7,500部 50頁
12月 1 日 第52巻12号 7,500部 50頁

平成26年 1 月 1 日 第53巻 1 号 7,500部 50頁
2 月 1 日 第53巻 2 号 7,500部 50頁

年間掲載頁数600頁

平成25年 3 月 1 日 第77巻 3 号 1,300部 60頁
4 月 1 日 第77巻 4 号 1,300部 60頁
5 月 1 日 第77巻 5 号 1,300部 30頁
6 月 1 日 第77巻 6 号 1,300部 24頁
7 月 1 日 第77巻 7 号 1,300部 24頁
8 月 1 日 第77巻 8 号 1,300部 24頁

9 月 1 日 第77巻 9 号 1,300部 30頁
10月 1 日 第77巻10号 1,300部 30頁
11月 1 日 第77巻11号 1,300部 24頁
12月 1 日 第77巻12号 1,300部 30頁

平成26年 1 月 1 日 第78巻 1 号 1,300部 24頁
2 月 1 日 第78巻 2 号 1,300部 24頁

年間掲載頁数384頁

平成25年 3 月 1 日 Vol. 54 No. 3 700部 180頁
4 月 1 日 Vol. 54 No. 4 700部 180頁
5 月 1 日 Vol. 54 No. 5 700部 180頁
6 月 1 日 Vol. 54 No. 6 700部 180頁
7 月 1 日 Vol. 54 No. 7 700部 180頁
8 月 1 日 Vol. 54 No. 8 700部 180頁

9 月 1 日 Vol. 54 No. 9 700部 180頁
10月 1 日 Vol. 54 No. 10 700部 180頁
11月 1 日 Vol. 54 No. 11 700部 180頁
12月 1 日 Vol. 54 No. 12 700部 180頁

平成26年 1 月 1 日 Vol. 55 No. 1 700部 180頁
2 月 1 日 Vol. 55 No. 2 700部 180頁

年間掲載頁数2,160頁
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平成年度事業計画書

(自 平成25年 3 月 1 日 至 平成26年 2 月28日)

．事業の計画

. 基本方針

◯平成25年度は公益社団法人としての最初の事業年度であり，積極的に新定款に定める公益目的事業を推進するととも

に，庶務，会計および各事業の運営上の重要な残課題の再抽出とその対策を推進する．

◯刊行事業については，日本金属学会誌電子ジャーナルのフリーアクセス化(無料ダウンロード)を平成25年 1 月に実施

したので，その効果が発揮できるよう必要な対策を講じる．

◯講演会・講習会事業については，セッションの再編およびポスター発表の推進等により講演大会の活性化を推進する．

◯調査・研究事業については，特に研究会活動の充実および材料戦略活動の具体化を推進し，人材育成事業を展開する．

分科の再編についても検討する．

◯表彰・奨励事業については，奨学賞の拡充を推進し，各種賞の必要な改善を実施する．

◯法令に基づき，本会のセルフガバナンスをさらに推進する．

. 学術誌及び学術図書類の刊行(定款第条第号)

 日本金属学会会報「まてりあ」

◯発行年月日，巻号，発行部数，掲載頁数

◯特集等

ミニ特集第52巻 4 号 ｢東日本大震災の教育・研究への影響｣ 第 0 分科 21頁

ミニ特集第52巻 7 号 ｢水素貯蔵材料に対する先端基盤研究｣ 第 1 分科 21頁

ミニ特集第52巻 9 号 ｢未来の構造材料における高温酸化性の研究最前線｣ 第 2 分科 21頁

ミニ特集第52巻12号 ｢放射光を利用した材料解析｣ 第 3 分科 21頁

新技術・新製品特集第52巻 3 ，第53巻 1 号～2 号 14編 42頁

 日本金属学会誌

◯発行年月日，巻号，発行部数，掲載頁数

◯特集

第77巻 3～4 号 秋期大会で講演した内容に基づく原著論文 5 編程度

第77巻 5 号 ｢地球環境の負荷低減をめざす高温耐食材料と耐食コーティング｣ 5 編程度

第77巻 9 号 ｢先端材料の結晶方位分布と関連特性｣ 5 編程度

第77巻 9～10号 春期大会で講演した内容に基づく原著論文 5 編程度

第77巻12号 ｢固体中の水素と材料特性｣ 5 編程度

 Materials Transactions
◯発行年月日，巻号，発行部数，掲載頁数

電子ジャーナル毎号冊子体と同時に300部発行
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◯特集

Vol. 54 No. 3～4 Selected Papers from JIM Fall Meeting 10編程度

Vol. 54 No. 5 LongPeriod Stacking Ordered Structure and Its Related Materials (1) 20編程度

Vol. 54 No. 6 Nanojoining and Microjoining 20編程度

Vol. 54 No. 7 　New Functions and Properties of Engineering Materials Created by Designing and Processing 

20編程度

Vol. 54 No. 8 Advanced Materials Development and Integration of Novel Structured Metallic and Inorganic

Materials 25編程度

Vol. 54 No. 9 Advanced Materials Science in Bulk Nanostructured Metals  30編程度

Vol. 54 No. 9～10 Selected Papers from JIM Spring Meeting 10編程度

Vol. 55 No. 1 Strength of Fine Grained Materials60 Years of HallPetch 35編程度

 学術図書類

◯75周年史刊行

DVD 7,000部

◯増刷 3 冊

金属化学入門シリーズ第 2 巻鉄鋼製錬2,000部

他 2 冊

. 学術講演会及び学術講習会の開催(定款第条第号)

 講演大会

◯講演大会委員会 平成25年 7 月および平成26年 1 月

a. 春秋講演大会のプログラム編成 平成25年 7 月および平成26年 1 月

b. 講演大会に関する企画および運営の協議

◯春期(第152回)大会

平成25年 3 月27日から29日 東京理科大学神楽坂キャンパス(東京都新宿区)

a. 講演発表件数 840件(予定)

b. 大会参加者数 1,400人(予定)

c. 講演内訳

一般講演，公募シンポジウム，ポスターセッション，日本金属学会・日本鉄鋼協会共同セッション(3 テーマ)，受

賞・推戴記念講演(第58回学会賞，第58回本多記念講演，第54回技術賞，第71回功績賞，第52回谷川・ハリス賞，

第19回増本量賞)，TMS Young Leader International Scholar 講演

d. 第 5 回男女共同参画ランチョンミーティング

e. 金属組織写真賞作品展示

f. 講演概要 A4 版450頁，2,000部，平成25年 3 月 1 日発行 DVD での刊行

g. 付設展示会 機器展示およびカタログ展示

◯秋期(第153回)大会

平成25年 9 月17日から19日 金沢大学角間キャンパス(石川県金沢市)

a. 講演発表件数1,100件(予定)

b. 大会参加者数1,600人(予定)

c. 講演内訳

一般講演，公募シンポジウム，ポスターセッション，日本金属学会・日本鉄鋼協会共同セッション(2 テーマ)，

受賞記念講演(第11回学術貢献賞，第36回技術開発賞，第11回功労賞，第23回奨励賞，第10回村上記念賞，第10回

村上奨励賞)受賞者

d. 第11回 World Materials Day Award 展示

e. 講演概要集 A4 版600頁，2,000部，平成25年 9 月 1 日発行 DVD での刊行

f. 付設展示 機器展示およびカタログ展示

 分科会シンポジウム( 件)

◯新しい JMTR―材料科学の発展と社会への貢献

平成25年 7 月 東北大学東京分室(東京都千代田区) テキスト100部

 セミナー(件)

◯次世代永久磁石をめざして―磁石材料の微細構造と保磁力

平成25年上期 物質材料研究所または東京(会場未定) テキスト150部
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 支部講演会および講習会(他学協会等との共催を含む)

◯北海道支部 ◯東北支部 ◯関東支部 ◯東海支部 ◯北陸信越支部 ◯関西支部 ◯中国四国支部 ◯九州支部

 国内学協会共催講演会

 国際会議および国際シンポジウム

本会主催の国際会議および国際シンポジウムは予定していない．

. 学術に関する調査及び研究(定款第条第号)

 研究会(継続テーマ，新規テーマ)

◯継続テーマ

研究会番号
62. 励起反応場を用いた低次元ナノ材料創成研究会

64. 触媒材料研究会

65. 高温強度と組織形成の材料科学研究会

66. 熱電変換材料研究会

67. 結晶と組織の配向制御による材料高性能化研究会

68. シンクロ型 LPSO 構造研究会

◯新規テーマ

研究会番号
69. エレクトロニクス薄膜材料研究会

70. プラストンに基づく変形現象研究会

71. グリーンエネルギー材料のマルチスケール創製研究会

 分科会活動

◯分科会委員会 平成25年 3 月26日 平成25年 9 月16日 計 2 回

◯分科会企画委員会 平成25年 7 月 平成26年 1 月 計 2 回

◯セミナー・シンポジウム委員会 平成25年 7 月 平成26年 1 月 計 2 回

◯第 1 分科，第 2 分科，第 3 分科，第 4 分科，第 5 分科，第 0 分科の活動 随時

 委員会活動

◯企画委員会

◯国際学術交流委員会

◯セルフガバナンス委員会

◯長期展望委員会

◯科研費委員会

◯男女共同参画委員会

◯人材育成委員会

 支部研究会等活動

◯東北支部 ◯関東支部 ◯東海支部 ◯北陸信越支部 ◯関西支部 ◯中国四国支部

 支部見学会活動

◯関東支部 ◯関西支部 ◯中国四国支部

 国内学協会連携活動

◯日本学術会議

◯日本工学会

◯材料戦略委員会 2 回 材料戦略企画委員会 2 回

◯技術者教育制度認定活動

◯全国大学材料関係教室協議会 平成25年 3 月，9 月

◯エコデザイン学会連合運営協議会

◯男女共同参画活動

 国際学協会連携活動

◯IOMMMS(International Organization of Materials, Metals & Minerals Societies)

第11回 World Materials Day 平成25年11月 6 日

World Materials Day Award Winner 表彰 平成25年11月 6 日

◯大韓金属・材料学会(KIM)

年次総会へ相互に代表を派遣

第14回 KIMJIM シンポジウム Recent Advancement in Fundamental Research on Structural Metallic Materials

(予定)

本会主催で平成25年 9 月17日の秋期講演大会時に開催予定
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選 考 委 員 会 開催数 備 考 選 考 委 員 会 開催数 備 考

名誉員検討委員会 1
各種賞検討委員会 4
学会賞選考委員会 1 第58回授賞選考

学術貢献賞選考委員会 1 第10回授賞選考

学術功労賞選考委員会 1 第14回授賞選考

技術賞選考委員会 1 第54回授賞選考

技術開発賞選考委員会 1 第35回授賞選考

金属組織写真賞選考委員会 1 第63回授賞選考

研究技術功労賞選考委員会 1 第44回授賞選考

功績賞選考委員会 1 第71回授賞選考

功労賞選考委員会 1 第10回授賞選考

奨励賞選考委員会 1 第22回授賞選考

谷川・ハリス賞選考委員会 1 第52回授賞選考

増本量賞選考委員会 1 第19回授賞選考

まてりあ賞選考委員会 1 第 2 回授賞選考

村上記念賞選考委員会 1 第 9 回授賞選考

村上奨励賞選考委員会 1 第 9 回授賞選考

論文賞選考委員会 1 第60回授賞選考

若手講演論文賞選考委員会 2 第17, 18回授賞選考

優秀ポスター賞選考委員会 2 第18, 19回授賞選考

奨学賞選考委員会 1 第21回授賞選考

他機関の各種学術賞，奨励金等推薦

平成25年 3 月27日 東京理科大学(東京都新宿区) 平成25年 9 月17日 金沢大学(石川県金沢市)

第58回学会賞

第14回学術功労賞

第54回技術賞

第63回金属組織写真賞

第44回研究技術功労賞

第71回功績賞

第52回谷川・ハリス賞

第19回増本量賞

第18回若手講演論文賞

第20回優秀ポスター賞

第11回学術貢献賞

第36回技術開発賞

第11回功労賞

第23回奨励賞

第 3 回まてりあ賞

第10回村上記念賞

第10回村上奨励賞

第62回論文賞

第19回若手講演論文賞

第21回優秀ポスター賞

第11回 World Materials Day Award
a. IOMMMS World Materials Day Award
b. 日本金属学会の部門賞受賞者・グループ(各所属機関において贈賞)

第21回日本金属学会・日本鉄鋼協会奨学賞(各大学および高専卒業時実施)

他機関の各種学術賞，奨励金

 　　　　　　本 会 記 事

◯ TMS

TMS 年次大会に本会代表を派遣

JIM/TMS Young Leader International Scholar Program 交流

平成25年 3 月 本会から TMS 春季講演大会に 1 名派遣

平成25年 3 月 TMS から本会春期講演大会に 1 名派遣

◯中国金属学会(CSM)

国際会議共催等の検討

. 学術に関する表彰及び奨励(定款第条第号)

 名誉員および各種賞授賞者等の選考委員会

 名誉員推戴式

◯新名誉員推戴式 平成25年 3 月27日 東京理科大学神楽坂キャンパス(東京都新宿区)

 各賞贈呈

 支部表彰事業

◯北海道支部 ◯関東支部 ◯東海支部 ◯北陸信越支部 ◯中国四国支部 ◯九州支部

ポスター優秀発表賞(学術講演会) 平成25年 6 月 授賞場所熊本大学 受賞者20名





法定機関および任意の合議機関の諸会議 開催回数 法定機関および任意の合議機関の諸会議 開催回数

社員総会(定時 1 回，臨時 2 回) 3
理事会 8
監事監査 2
会報編集委員会 6
会誌編集委員会 6
欧文誌編集委員会 6
学術図書類刊行委員会 1
講演大会委員会 2
本多記念講演委員会 1
セミナー・シンポジウム委員会 2
企画委員会 2
長期展望委員会 2
セルフガバナンス委員会 2

分科会委員会 2
分科会企画委員会 2
戦略推進委員会 2
科研費委員会 2
人材育成委員会 2
男女共同参画委員会 2
国際学術交流委員会 2
名誉員検討委員会 1
各種賞検討委員会 4
学会賞選考委員会 1
功績賞等各賞の選考委員会 21
支部会議 16

諸 集 会 開催回数

名誉員推戴式 1
各賞贈呈式 20
講演大会 2
分科会シンポジウム 1
セミナー 1
研究会 9
金属組織写真展示 1
World Materials Day Award 展示 1
支部講演会 58

諸 会 議 開催回数 諸 会 議 開催回数

Materials Transactions共同編集委員会 1
材料連合協議会 1
金属材料系学協会連携協議会 1
材料戦略委員会 2
材料戦略企画委員会 2
男女共同参画合同委員会 2
IOMMMS Council Meeting 1

材料連合講演大会 1
男女共同参画学協会連絡会シンポジウム 1
エコデザイン学会連合シンポジウム 1
工学教育連合講演会 1
奨学賞贈呈式 1
World Materials Day Award Winner 授賞式 1
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．庶務の計画

. 特記事項

◯平成25年 3 月 1 日に社団法人日本金属学会を解散し，公益社団法人日本金属学会を設立する登記を行う．

◯平成25年 3 月 1 日に最初の代表理事および最初の業務執行理事ならびに最初の代議員が就任する．

◯平成25年 3 月 1 日の臨時社員総会で◯および◯を報告する．

◯平成25年 3 月 1 日の最初の理事会で副会長を選任し，業務執行理事の業務分担を決議する．

◯規程類の見直しをする．

. 平成年度事業に関わる諸会議および諸集会

 本会単独事業

特記事項

◯法定機関

公益社団法人としてセルフガバナンスをさらに推進する．

◯任意の合議機関

講演大会委員会および分科会委員会活動の見直しに着手する．

人材育成委員会活動を強化する．

 他学協会等連携事業

◇ ◇ ◇





平成年度収支予算書

平成25年 3 月 1 日から平成26年 2 月28日まで (単位円)

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

 一般正味財産増減の部

1. 経常増減の部

経常収益

基本財産運用益 0 210,000 －210,000
基本財産受取利息 0 210,000 －210,000 基本財産廃止

特定資産運用益 23,773,300 23,579,620 193,680
特定資産受取利息 23,773,300 23,579,620 193,680 国債，定期

刊行事業資金 6,391,200 6,393,000 －1,800
講演会・講習会事業資金 4,652,000 1,659,500 2,992,500 調査・研究事業資金から一部移動

PRICM9 開催準備資金 2,500 3,000 －500
調査・研究事業資金 5,291,000 8,288,000 －2,997,000 講演会・講習会事業資金へ一部移動

国際学術交流資金 1,734,000 1,734,000 0 指定正味財産から振替

表彰・奨励事業資金 1,050,000 1,050,000 0
学会賞資金 235,500 26,000 209,500 基本財産から移動分を追加

研究技術功労賞資金 119,000 119,000 0 指定正味財産から振替

奨励賞・奨学賞等資金 843,000 843,000 0 指定正味財産から振替

谷川・ハリス賞資金 255,000 255,000 0 指定正味財産から振替

増本量賞資金 595,000 595,000 0 指定正味財産から振替

村上賞資金 1,901,000 1,902,620 －1,620 指定正味財産から振替

退職給付引当資産 702,600 710,000 －7,400
減価償却引当資産 1,500 1,500 0

受取入会金 100,000 180,000 －80,000
受取入会金 100,000 180,000 －80,000 ＠1,000円×100名

受取会費 50,724,000 52,957,000 －2,233,000
正員受取会費 42,624,000 44,179,000 －1,555,000 4,350名，新入会(査定100名)

学生員受取会費 5,580,000 5,826,000 －246,000 830名，新入会(査定200名)

外国会員受取会費 2,520,000 2,952,000 －432,000 一般200名，学生100名
事業収益 107,486,000 108,380,000 －894,000
刊行事業収益 67,004,000 70,849,000 －3,845,000

会報購読費収益 7,669,000 1,931,000 5,738,000 非会員販売，前維持員の機関購読増

会誌購読費収益 8,925,000 9,354,000 －429,000 個人・機関購読，電子ジャーナルフリーアクセス化

欧文誌購読費収益 11,475,000 10,662,000 813,000 個人・機関購読

会報別刷等収益 3,150,000 3,528,000 －378,000 申込(月平均 1 編，カラー月 3 頁，掲示板月 6 件)

会誌別刷・審査収益 3,360,000 8,505,000 －5,145,000 申込(年64編，カラー月 1 頁)，掲載頁数減

欧文誌別刷・審査収益 22,995,000 25,767,000 －2,772,000 申込(月平均30編，カラー月 5 頁)

刊行事業広告収益 4,277,000 4,514,000 －237,000 会報

講座・現代の金属学収益 1,981,000 2,832,000 －851,000 既刊

金属化学入門シリーズ収益 2,485,500 2,860,000 －374,500 既刊

単行本収益 686,500 896,000 －209,500 既刊

講演会・講習会事業収益 36,338,000 34,051,000 2,287,000
講演大会参加費収益 19,590,000 16,995,000 2,595,000 春期・秋期大会，企業の事業参加費を含む

講演概要集収益 10,055,000 9,890,000 165,000 〃 〃

講演大会懇親会参加費収益 2,106,000 1,300,000 806,000 春期・秋期大会

分科会シンポジウム参加費収益 465,000 910,000 －445,000 1 テーマ(一般40名，学生10名)開催

分科会シンポジウム予稿集収益 60,000 70,000 －10,000 新刊，既刊

セミナー参加費収益 740,000 1,630,000 －890,000 1 テーマ(一般50名，学生10名)開催

セミナーテキスト収益 80,000 110,000 －30,000 新刊，既刊

講演会・講習会事業広告収益 1,222,000 1,586,000 －364,000 概要集，付設展示会，その他

支部講演会・講習会事業収益 1,540,000 1,000,000 540,000
講演会・講習会事業委託収益 480,000 560,000 －80,000 支部開催本多光太郎記念講演会

調査・研究事業収益 1,020,000 130,000 890,000
調査・研究事業収益 1,010,000 30,000 980,000 企業の事業参加費を含む

支部調査・研究事業収益 10,000 100,000 －90,000
表彰・奨励事業収益 3,124,000 3,350,000 －226,000

審査・投稿料収益 3,124,000 3,350,000 －226,000 新技術・新製品(14件42頁)

受取負担金 210,000 100,000 110,000
受取負担金 210,000 100,000 110,000 支部事業

受取寄付金 20,661,910 17,405,180 3,256,730
受取寄付金 20,661,910 17,405,180 3,256,730 指定正味財産刊行事業拡充賛助寄附金より振替

雑収益 1,540,000 1,560,000 －20,000
受取利息 15,000 10,000 5,000 普通預金

雑収益 1,250,000 1,300,000 －50,000 印税，著作権使用料，その他

支部雑収益 275,000 250,000 25,000
経常収益計 204,495,210 204,371,800 123,410

 　　　　　　本 会 記 事





科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

経常費用

事業費 179,062,800 187,181,800 －8,119,000
刊行事業費 103,477,500 112,575,500 －9,098,000

給料手当 30,415,000 27,856,000 2,559,000 配賦率(50)

退職給付費用 3,900,000 4,057,000 －157,000 配賦率(50)

福利厚生費 4,197,500 4,384,500 －187,000 配賦率(50)

会報刊行費 23,544,000 26,181,000 －2,637,000 毎号平均50頁，7,500部

会誌刊行費 6,547,200 11,666,000 －5,118,800 年384頁，1,300部，掲載頁数減

欧文誌刊行費 27,752,000 30,114,000 －2,362,000 毎号平均180頁，700部

学術図書類刊行費 7,121,800 8,317,000 －1,195,200 創立75周年史 DVD，増刷 3 冊

講演会・講習会事業費 52,178,900 50,689,100 1,489,800
給料手当 18,249,000 16,713,600 1,535,400 配賦率(30)

退職給付費用 2,340,000 2,434,200 －94,200 配賦率(30)

福利厚生費 2,518,500 2,630,700 －112,200 配賦率(30)

講演大会開催費 18,776,200 18,419,600 356,600 春・秋開催

講演大会懇親会費 2,094,000 1,311,000 783,000 春・秋開催

本多記念講演開催費 342,000 317,000 25,000 春期講演大会時開催

分科会シンポジウム開催費 966,800 1,299,000 －332,200 年 1 回

セミナー開催費 1,105,400 1,604,000 －498,600 年 1 回

国際会議開催費 417,000 1,095,000 －678,000 PRICM8 等

支部講演会・講習会開催費 5,370,000 4,865,000 505,000 支部事業

調査・研究事業費 11,343,350 12,472,350 －1,129,000
給料手当 3,041,500 2,785,600 255,900 配賦率(5)

退職給付費用 390,000 405,700 －15,700 配賦率(5)

福利厚生費 419,750 438,450 －18,700 配賦率(5)

関連団体連携事業費 108,000 95,000 13,000 日本学術会議等

日本工学会費 289,000 421,000 －132,000 事務研究委員会等，支払負担金含む

材料戦略委員会費 1,070,500 1,646,000 －575,500 本会が世話学会

科研費委員会費 58,000 173,000 －115,000

人材育成委員会費 520,000 195,000 325,000 支払負担金含む

男女共同参画委員会費 150,000 150,000 0 支払負担金含む

分科会委員会費 1,263,100 1,203,600 59,500 分科会企画委員会費含む

研究会費 900,000 1,100,000 －200,000 研究会 9 件

企画委員会費 140,000 140,000 0

セルフガバナンス委員会費 140,000 140,000 0

国際学術交流委員会費 1,143,000 1,525,000 －382,000 IOMMMS, KIM, TMS, CSM 等

支部調査・研究事業費 1,710,500 2,054,000 －343,500 支部事業

表彰・奨励事業費 12,063,050 11,444,850 618,200
給料手当 3,041,500 2,785,600 255,900 配賦率(5)

退職給付費用 390,000 405,700 －15,700 配賦率(5)

福利厚生費 419,750 438,450 －18,700 配賦率(5)

名誉員費 396,200 113,000 283,200 賞状，名誉員章，名誉員検討委員会費，その他

各種賞検討委員会費 794,100 966,600 －172,500 委員会費，その他

学会賞費 962,500 849,000 113,500 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

学術貢献賞費 122,000 112,000 10,000 賞状，選考委員会費，その他

学術功労賞費 159,000 87,000 72,000 賞状，選考委員会費，その他

技術賞費 115,200 132,000 －16,800 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

技術開発賞費 1,326,800 1,300,000 26,800 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

金属組織写真賞費 818,000 800,000 18,000 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

研究技術功労賞費 672,000 592,000 80,000 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

功績賞費 269,000 332,000 －63,000 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

功労賞費 50,000 42,000 8,000 賞状，選考委員会費，その他

奨励賞・奨学賞等費 700,000 689,500 10,500 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

谷川・ハリス賞費 139,000 132,000 7,000 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

増本量賞費 221,000 240,000 －19,000 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

まてりあ賞 50,000 50,000 0 賞状，選考委員会費，その他

村上賞費 980,000 967,000 13,000 賞状，賞牌，選考委員会費，その他

論文賞費 335,000 317,000 18,000 賞状，賞牌，選考委員会費，その他(若手講演論文賞を含む)

支部表彰・奨励事業費 102,000 94,000 8,000 支部事業

ま て り あ
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

科 目 予 算 額 前年度予算額 増 減 備 考

管理費 20,622,500 23,649,700 －3,027,200
給料手当 6,083,000 5,571,200 511,800 配賦率(10)

臨時雇賃金 120,000 120,000 0 会費請求業務，その他

退職給付費用 780,000 811,400 －31,400 配賦率(10)

福利厚生費 839,500 876,900 －37,400 配賦率(10)

会議費 1,265,000 1,200,000 65,000 理事会，社員総会，その他

旅費交通費 2,600,000 3,200,000 －600,000 理事会，社員総会，その他

通信運搬費 1,670,000 1,900,000 －230,000 会費請求，議事録・資料発送

減価償却費 170,000 60,000 110,000 什器備品，ソフトウエア

消耗什器備品費 610,000 600,000 10,000 小額什器備品購入

消耗品費 450,000 500,000 －50,000 プリンタートナー，コピー用紙，その他

修繕費 10,000 10,000 0 什器備品修理

印刷製本費 722,000 550,000 172,000 理事会，社員総会，会費請求，その他

光熱水料費 60,000 55,000 5,000 事務所

賃借料 504,000 504,000 0 事務所

保険料 4,200 4,200 0 事務所火災保険

諸謝金 550,000 530,000 20,000 団体世話幹事謝礼

租税公課 1,656,000 3,600,000 －1,944,000 法人税なし

送金手数料 80,000 100,000 －20,000 会費振込手数料，銀行送金手数料，その他

システム管理費 238,800 750,000 －511,200 配賦率(10)

委託費 1,350,000 1,260,000 90,000 公認会計士監査，顧問弁護士，その他

雑費 860,000 1,447,000 －587,000

経常費用計 199,685,300 210,831,500 －11,146,200
評価損益等調整前経常増減額 4,809,910 －6,459,700 11,269,610
評価損益等 0 0 0
当期経常増減額 4,809,910 －6,459,700 11,269,610

2. 経常外増減の部

経常外収益

経常外収益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
経常外費用

経常外費用 0 0 0

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 4,809,910 －6,459,700 11,269,610

一般正味財産期首残高 984,372,278 990,831,978 －6,459,700

一般正味財産期末残高 989,182,188 984,372,278 4,809,910

 指定正味財産増減の部

受取利息 5,472,500 5,474,620 －2,120
未経過償還差額 30,380 30,380 0 村上賞資金

刊行事業拡充賛助寄附金 12,400,000 47,000,000 －34,600,000 248口，申込減

一般正味財産への振替額 26,134,410 22,879,800 3,254,610
当期指定正味財産増減額 －8,231,530 29,625,200 －37,856,730
指定正味財産期首残高 347,775,706 318,150,506 29,625,200
指定正味財産期末残高 339,544,176 347,775,706 －8,231,530

 正味財産期末残高 1,328,726,364 1,332,147,984 －3,421,620
(注) 1. 収支予算書は，「公益法人会計基準」(平成20年 4 月11日 平成21年10月16日改正 内閣府公益認定等委員会)により，損益ベースで作成しています．

2. 借入金限度額 0 円

3. 債務負担額 0 円

4. 対前年度比較30超かつ100万円超の増減がある小科目について，その理由を備考欄に記載した．

 　　　　　　本 会 記 事
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